
東名川崎インターの料金所を出ると、目の前に色と

りどりの花が広がります。この花壇を中心に、地域の

さまざまな場所で花と緑を育てているのが「土橋園芸

クラブ」です。 

活動の場は、東名川崎インター前の花壇をはじめ、

矢上川沿いの花木園、土橋７丁目公園、土橋会館など

です。どの場所も、会員の皆さんの丁寧なお手入れに

よって、一年を通して季節の花が楽しめます。 

「車でここを通る人に、『おお、川崎だ』と思っても

らえたらうれしいですね」と話すのは、長年クラブを

支えてきた幹事の老門さん。川崎を訪れる人を花で迎

えたいという思いが、活動の原点にあります。 
 

地域の力で育ててきた花壇 
土橋園芸クラブは、平成19(2007)年に町内会の呼び

かけに応じた14名からスタートしました。東名インタ

ー前の花壇の維持管理をきっかけに活動が始まり、翌

年には見事な花壇が完成。平成21年度の「わがまち花

と緑のコンクール」で大賞を受賞するなど、その取り

組みは高く評価されてきました。 

現在の会員数は約40名。男女問わず幅広い世代が参

加し、和やかな雰囲気の中で活動が続けられています。

会員の一人は、「町内会の仲間に誘われて入りました。

集まっておしゃべりしながら作業するのが楽しくて、

長く続いています」と笑顔で話します。 

また、活動はクラブ単独ではなく、子ども会や地域

の方々、行政とも連携して行われています。花植えの

際には多くの人が集まり、世代を超えた交流の場にも

なっています。 

 

見えない努力が支える花壇の美しさ 
美しい花壇の裏には、地道な作業の積み重ねがあり

ます。年２回の植え替えに加え、日々の水やりや草取

り、花がら摘みなどの手入れは欠かせません。「大きい

花壇は基本的に水やりをしないんです。でも、枯れて

しまうと困るので、会長が早朝に水をまいています」

と副会長の横山さん。実際に話を聞くと、花木園では

水道がなく、バケツで水を運ぶこともあるそうです。 

会長の久峩さんは、「誰かに強制するわけにはいきま

せんから、自分たちでやるしかないんです」と穏やか

に話します。その言葉からは、無理のない範囲で、で

きる人ができることを担うという、このクラブらしい

姿勢が伝わってきました。 

次の世代へ、やさしくつなぐ 
活動のこれからについて伺うと、「子どもたちが将来

の担い手になってくれたらうれしいですね」と老門さ

ん。花植えに子ども会を招いているのも、その思いか

らです。 

横山さんは、「もっと若

い人たちに自由にやって

もらえたら」と語ります。

実際にデザイン会議の様

子を拝見していると、若

い世代が先輩方を尊重し

ながら支えている様子

が印象的でした。出すぎ

ず、引きすぎず、ちょうどよい距離感で関わる姿に、

地域のあたたかさが感じられます。 

花とみどりでつながる地域の笑顔 
クラブのスローガンは「土橋を緑豊かで花いっぱい

の街へ」。そしてモットーは「楽しく ゆっくり 元気

で」です。無理をせず、楽しみながら続けること。それ

が、長く活動を続けてきた秘訣なのかもしれません。 

活動の中で一番うれしい瞬間を尋ねると、「通りがか

った人に声をかけてもらえるときですね」と久峩さん。

作業中に「きれいですね」と言われると、疲れも吹き

飛ぶのだそうです。 

色とりどりの花は、ただ美しいだけでなく、人の心

をやわらかくし、会話のきっかけを生み出すのでしょ

う。土橋園芸クラブの活動は、花を通して人と人をつ

なぎ、地域に笑顔を広げているようです。 

皆さんも、ご自身の地域の活動に参加してみてはい

かがでしょうか。その一歩が、新しいつながりと楽し

さの始まりになるかもしれません。 

川崎の『北の玄関口』を彩る花壇から 
「土橋園芸クラブ」 
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平成21年度わがまち花と緑の
コンクール「大賞」受賞花壇 

■ 土橋園芸クラブ 

川崎市宮前区土橋2-13-2 土橋会館 

電 話 044-855-4301 

ホームページのお問い合わせフォーム 
からお問い合わせください ホームページ 

土橋矢上川花木園 

デザイン会議の様子 

 

 

 

 

 

第一線で活躍する講師陣による幅広く豊富なカリキ

ュラムを取り揃え、市民に広く“学び”の場を提供し

ているのが、川崎が誇る市民大学「かわさき市民アカ

デミー」です。武蔵小杉駅最寄の川崎市生涯学習プラ

ザを拠点とし、講座の内容に合わせて新百合ヶ丘「新

百合21ビル」、昭和音楽大学、高津市民館、大山街道ふ

るさと館、ミューザ川崎など、市内全域で講座を開催

しています。 

専門家の企画・編成による 
多彩なカリキュラム構成 

政治・経済・歴史・文学・自然科学・環境・音楽・芸

能・美術などの分野をはじめ、生涯学習財団と協働で

行う生活密着型の“地域協働講座”、地域研究の“川崎

学”など、ジャンルは多岐にわたります。 

その企画・編成を担うのは、大学の名誉教授、現役

教授や学者、研究者などの専門家で組織する「カリキ

ュラム企画・編成委員会」。ジャンルごとにその学期で

扱うテーマを決め、その分野の第一人者である講師陣

を広く起用することで、極めて充実した講座が組まれ

ます。これにより同アカデミーの講座は、全国でも類

を見ないレベルとなっているとのことです。 

座学やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟなど多様な講座形式 
～オンライン参加が可能な講座も 

講座の形式は座学だけではありません。10月から始

まる2026年後期の学期では、全49講座のうち10の講座

は、講師と受講生や受講生同士の意見交換・質疑を行

いながら進めるワークショップの形式で、これも同ア

カデミーの大きな特徴です。また、11の講座には野外

学習が含まれ、自然観察・まち歩き・施設見学など、座

学で学んだ内容を現場で実体験して学びを深める、人

気の講座です。ワークショップや野外学習の講座は、

格好の仲間づくりの場にもなっているとのこと。 

また、全49講座のうち18の講座はオンラインでも参

加でき、自宅など遠隔地からの受講が可能です。資料

は事前に配付され、質疑に参加することもできます。 

33年の歴史と実績に裏打ちされた 
総合市民大学 

市民の生涯学習

の機会の提供を通

じた“学び”の振興

は、「生きがい」を

生み出し、社会との

接点を生み、それが

ひいては健康寿命

の延伸にもつなが

ります。同アカデミ

ーの年間の受講生は延べ約 6 千名にも上ります。同ア

カデミー運営の一部は受講生が担っており、それ自体

も社会参加のひとつの姿と言えます。 

同アカデミーの理事で広報・地域連携を担当する島

田さんによると、「これだけの内容を備える市民大学で

ありながら、それが十分に認知されておらず、とても

勿体ないと感じています。様々な機会を通じて、川崎

市の内外の方々にその素晴らしさを紹介していけたら

と考えています」とのことでした。 

2026年度後期講座の募集開始 
同アカデミーの講座は、4 月開始の前期、10 月開始

の後期の2学期構成で、それぞれ3～4か月の期間で主

に 6～12 回の講義を通じて学びます。2026 年 10 月か

らの後期は、この7月から受講生の募集が始まります。 

講座の具体的な内容など、詳しくは「2026年度後期

講座・ワークショップ受講生募集」パンフレットをご

参照ください。同アカデミー事務局や市内各区の市民

館・図書館の専用ラックで入手可能で、PDF

版は同アカデミーのホームページからダウ

ンロードできます（右のQRコードより）。 

 

2026年後期講座へのお申込みの流れは次の通りです。 

★受講申込書による申込み  7月1日(水）～ 

★ホームページからの申込み 7月7日(火）13時～ 

★申込締切             8月18日(火） 

※ 定員を超えた講座は締切後に抽選となります。 

※ 定員に満たない講座は、各講座の開講1週間前

まで受講応募の受付を継続します。 

★「受講説明会」を7月28･30･31日の3日程で開催し

ます。詳細は上記パンフレットか同アカデミー

ホームページでご確認ください。 
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人気を集める野外学習の様子 

■ 認定NPO法人 かわさき市民アカデミー 

 川崎市中原区今井南町28-41 川崎市生涯学習プラザ３階 

電話 044-733-5590  FAX  044-722-5761 

   MAIL info@kawasaki-c-academy.jp 

 

国内トップクラスの市民大学  
かわさき市民アカデミー
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